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定価１部10円 (組合員の購読料は組合費に含んでいます)

〈〈２２面面〉〉
・・行行財財政政局局とと団団体体交交渉渉
・・人人事事委委員員会会へへ春春闘闘要要求求をを提提出出
・・第第7755回回市市労労連連定定期期大大会会
・・TTOOPPIICCSS
・・神神戸戸市市民民病病院院機機構構法法人人本本部部担担当当者者交交渉渉
・・神神戸戸花花月月～～春春のの特特別別公公演演22002244～～

遠め

が
ね

2024年度が
始まりまし
た｡ 今年は
昨年度末に
定年退職者
が居ない初

めての年度になりますね｡ 定
年延長を選択され､ 同じ職
場で仕事をされている皆さ
ん､いかがお過ごしでしょう
か｡ ▽昨年までは定年退職
し､ 再任用されれば原則短
時間勤務職員となっていた
のが､今年からは原則フルタ

イムで給料は本則の７割､
原則同じ職場で同じ仕事と
なり､ 定年となっても暫定
再任用で65歳までフルタイ
ム勤務となるなど､ 制度が
大きく変更されました｡もち
ろん60歳で退職を選択し､
定年前再任用短時間勤務職
員となる道も残されてはいま
すが､ 漏れ聞くところによる
と､ 退職される方もおられる
中､ 過半数以上の方がフル
タイム勤務を選択されてい
るとか｡ 年金支給の開始が

65歳となり､それまでの間の
選択肢が増えることは良い
ことかなと思います｡しかし､
数年前に退職し､ 短時間勤
務に身体が慣れた私から見
ると後５年間フルタイムと
はお疲れ様です｡ お身体に
気を付けて頑張ってくださ
い｡ ▽話は変わりますが､
｢不適切にもほどがある！｣っ
てドラマご覧になってました
か？▽1986年から現在へ昭
和世代の体育教師がタイム
スリップしてくる設定なんで

すが､ 昭和であればめちゃく
ちゃ普通の発言などが､ 今
ではすべてＮＧとなるなど少
し誇張気味とはいえ､ 昔は
あったよなあと思えることば
かりでした｡その父と娘はな
んと阪神大震災で亡くなっ
てしまう展開になるなんて､
なかなか意味深だなあと思
いつつ楽しんでました｡ 最終
回は‶寛容になりましょう！"
で終わりましたが､ 誰にでも
寛容な世の中にしていきた
いものですね！

遠
め

がね 氏名( )

所属( )

匿名希望 有・無

ペンネーム( )

き り と り 線

投稿募集

☆市職労への要望

☆身近に感じる疑問､

矛盾､ 改善への提

案 etc.

※教宣部まで

掲載させていただい

た方には素敵な記念

品を進呈！

非組ポストまたは退職派遣職場に異動された方へ
●自治労共済(基本型)に継続加入していただく
ことで､ マイカーや火災などの共済への加入
や慶弔給付を受け取ることができます｡
この度の人事異動で非組ポストまたは退職派遣

職場に転出される方は､ 一時組合員資格を休止さ
せていただきます｡
現在､ 全組合員の方に加入していただいている

自治労共済(基本型)については､ 休止すると不利
益になる場合がありますので､ 継続加入していた
だくことをお勧めしています｡
詳しくは､ 対象の方に案内を送付させていただ

きますので､ ご確認ください｡

直 通

代表・全労済・共済 ０７８－５９５－６２００

会計 ０７８－５９５－６２０１

Fax ０７８－５９５－６２０４

内 線

執行部 ９７１－６６５２～３

全労済 ９７１－６６５０

自治労共済 ９７１－６６５１

会計 ９７１－６６５７

Fax ９７１－６９９９

市職労事務所の案内

OB・OGは退職者会で楽しく交流しています｡ 退職年齢問わず､ いつでも加入OKです｡
連絡先：TEL 078－200－4798 ／ FAX 078－200－4799 ／ E-mail k-shisyokutai@able.ocn.ne.jp

2024年春季号

きずな｢春季号｣発行されました 必要な方は市職労本部までご連絡ください｡
第95回兵庫県メーデー神戸中央大会

と き ： ４月27日(土) 10：00～
ところ ： 大倉山公園野球場
※ 当日は､市職労の旗を目印に集合してください

◆ ◆ ◆

戦争させない､９条壊すな！
５･３兵庫憲法集会

と き：５月３日(金･祝) 13：00～15：00
[集会後パレード]

ところ：神戸・みなとのもり公園
※ 当日は､市職労の旗を目印に集合してください

若年層中心の引上げが続い

ていますが､ 神戸市に働き

続けてもらうには､ 給与面

だけでなく､ ワークライフ

バランスや各種休暇制度の

充実､ 明るく働きやすい職

場作りが必要だと思います｡

しかし､ 今､ 神戸市がそう

いう職場になっているのか

は､ 疑問に思っています｡

また､ 今いる職員､ 特に50

代は､ 若いときは､ 給料を

抑えられ高齢になってから

給与が抑制されました｡ 阪

神淡路大震災を経験し､ つ

らい時期を乗り越えてきた

50代も含めてすべての年代

の職員を大事にしていただ

きたい｣ と申し入れました｡

後に賃金をはじめ職員の勤

務労働条件に関するものに

ついては､ 取り巻く情勢や､

本市の人事委員会勧告､ 国､

他都市の状況なども見極め

ながら､ 今後も十分にお話

しさせていただきたいと回

答しました｡

☆要求書に関する回答につ

いては､ 市職労ニュースを

ご参照ください☆

回答に対して市職は､ 保

育所のフルタイム保育士の

配置について神戸市として

責任ある対応を求め､ 回答

については､ 持ち帰り協議

することとしました｡ 交渉

の最後に､ 村上書記長は､

｢給与改定について､ 最近

山川給与課長は､ 今年の

民間春闘の状況について､

多くの企業で賃上げ回答が

ある一方､ 中小企業でも賃

上げが進むかどうかが焦点

となっており､ 引き続きそ

の動向を注視する必要があ

る｡ 本市の行財政運営にあ

たっては､ 多くの政策課題

に直面しているが､ 未来を

見据えた持続可能な大都市

経営を行っていくため､ 事

務事業の見直しや業務改革､

組織の最適化をはじめとし

た ｢行財政改革方針2025｣

に引き続き全力で取り組ん

でいく必要があると考えて

いると説明した後､ 要求書

に対する考え方を示し､ 最

３月29日､ 市職は､ 山川給与課長をはじめとする当局代表と交渉を行い､ 2024年春
闘期独自要求書を提出しました｡ 給与課長からは ｢勤務労働条件に関するものについ
ては､ 人事委員会勧告､ 国､ 他都市の状況なども見極めながら､ 今後も十分にお話し
させていただきたい｣ との考え方が示されました｡ (詳細は市職労ニュースNo.４)

市職団体交渉

2024年春闘期独自要求書を提出
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【人事委員会委員長発言要旨】

春闘の状況について､ 大

手企業を中心に満額回答が

相次ぎ､ 高水準での賃上げ

の動きがみられた｡ 2024年

の春闘は ｢賃金と物価の好

循環｣ を実現するための正

念場と位置付け､ 政府､ 経

済界､ 労働界ともに取り組

んでいる中､ 今後､ 賃上げ

の動きが中小企業にどこま

で波及できるかが焦点にな

るとされている｡ 職員の給

与決定については､ ｢民間

準拠方式｣ が基本であると

考えており､ 精確に地域の

民間給与水準を反映できる

よう､ 民間給与実態調査に

臨む｡ 給与以外の諸課題に

ついても､ 職員のみなさま

が､ 安心して職務に励み､

意欲や能力の向上を図って

いくことができるよう真摯

に検討していく｡ みなさま

の意見をお聞きしながら､

職員の労働基本権制約の代

償機関として､ その使命を

全うしていきたい｡

【市労連】 昨年の交渉では､

全世代の賃上げになりませ

んでした｡ 較差が出れば､

全ての職員に配分されるべ

きだと考えます｡ 人事委員

会として昨年の結果も踏ま

え､ よく検討していただき

たい｡

３月28日､ 市労連は芝原人事委員会委員長をはじめとする人事委
員会代表に対し､ 2024年度の給与勧告についての要求書を提出しま
した｡ これに対し人事委員会は､ 職員の労働基本権制約の代償機関
として､ その使命を全うしていくとの考え方を示しました｡
(市労連ニュース№３参照)

３月28日､市労連は西尾行財政局長をはじめとする当局代表と団体交渉
を行い､賃金引き上げ･労働条件改善に関する要求書を提出しました｡ 要
求に対し当局は､国･他の自治体の動向､勧告の内容なども見極めながら､
十分協議していくとの考え方を示しました｡ (市労連ニュース№２参照)

人事委員会へ春闘要求を提出
給与勧告について申し入れ

行財政局と団体交渉

2024賃金引き上げ･労働条件改善の要求書を提出

討会｣ が開催されるなど､

給与制度の見直しに向けた

動きが活発化している｡ さ

らに､ 65歳定年を見据えた

給与カーブの在り方等につ

いても検討が進められてお

り､ 国や他都市の状況を注

視していく必要がある｡ 本

日､ 2024年度の賃金・労働

条件の改善に関するご要求

をいただいた｡ 国・他の自

治体の動向､ 人事委員会の

勧告の内容なども見極めな

がら､ 今後､ 十分にお話し

させていただきたい｡

【市労連】 昨年の交渉では､

全世代の賃上げになりませ

んでした｡ 頑張った職員が

報われることはありません

でした｡ 民間の春闘の状況

は､昨年を上回る結果が出

ており､賃上げに対する期待

も大きくなっています｡全て

の職員が賃上げとなるよう

に検討していただきたい｡

【行財政局長回答要旨】

本市の行財政運営にあたっ

ては多くの政策課題に直面

している｡ このような状況

の中でも､ 未来を見据えた

持続可能な大都市経営を行っ

ていくため､ 事務事業の見

直しや業務改革､ 組織の最

適化をはじめとした ｢行財

政改革方針2025｣ に引き続

き全力で取り組んでいく必

要があると考えている｡ 地

方公務員の給与について､

今なお非常に厳しい目が向

けられており､ 国からも国

を上回る制度について見直

しを行うよう求められてい

る｡ 一方で､ 職員の意欲を

引き出すために､ 頑張った

職員が真に報われる制度と

なるよう､ 人事評価結果を

さらに反映した査定昇給制

度の拡充等について具体的

に検討を進めていく必要が

あると考えている｡ 昨年の

人事院勧告において ｢社会

と公務の変化に応じた給与

制度の整備｣ として､ ｢給

与制度のアップデート｣ の

骨格が示され､ また ｢社会

の変革に対応した地方公務

員制度のあり方に関する検
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西支部新年会

３月13日､ 西支部は職場のすぐそばにある西神オリ

エンタルホテルにて､ 支部新年会を開催しました｡ 福

引大会も開催され楽しいひとときを過ごしました｡３月25日､ 市労連第75回

定期大会が開催されました｡

第75回市労連定期大会

2024年度運動方針･役員体制を決定

神戸市職員の差額精算に

ついて2024年４月(４月19

日)に精算差額を支給する｡

その他として､ 神戸市に

おいて新設される ｢災害応

急対応・災害復旧対応に係

る特殊勤務手当｣(日額1,000

円) について､ 市に準じて

導入する｡

提案内容：法人給料表の(2)

(3)(4)について､ 国立病院

機構等の改定に準じた改定

を行う｡ 改定後の給料表は､

2024年度当初より適用する｡

これまでの給与改定の経過

から､ 2024年度に限り､

｢一時金｣ を支給する｡

給料表(6)については､

神戸市医療職給料表(2)に

準じた改定を行う｡ 適用は

法人職員全体で2024年度よ

り適用する｡ これまでの給

与改定の経緯から､ ｢一時

金｣ を支給する｡

３月21日､ 市職労は､ 筒井総務課長をはじめとする神戸市民病

院機構法人本部代表と担当者交渉を行いました｡ この交渉で､

2023年度及び2024年度の給与改定に関しての回答が示され､ 市職

労は持ち帰り検討することとしました｡

神戸市民病院機構法人本部担当者交渉

2023年及び2024年給与改定について回答
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TTTOOOPPP

大会では､ 2023年度活動経

過報告､ 会計決算報告が承

認され､ 2024年度運動方針､

一般会計予算､ 役員体制な

ど､ 向こう１年間のたたか

う方針が決定されました｡

そして､ 市労連の団結と共

闘を強化して取り組みをす

すめていくことが確認され

ました｡

下記QRコードから直接申し込んで下さい｡

よしもとから斡旋がありました
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